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　デジタル化がますます進むこれか
らの時代に手書きはもはや不要だろ
うか。我々は，日本漢字能力検定（漢
検）協会の協力を得て，読み書き能
力に関する研究を行い，言語・認知
の生涯発達における手書きの意義に
ついて検討している。

デジタル化と読み書き能力

　文化庁の2021年度世論調査では，
デジタル化の影響で「漢字を手で正
確に書く力が衰える」と89%の人が
回答している。我々は，実際に漢字
能力に変化があるのかを調べるため
に，漢検の受検データを解析した 1。
　この研究では，はじめに，読み書き
の神経心理学的モデルに基づいて確
認的因子分析を行い，漢字能力が読
字，書字，意味理解の3側面から成る
ことを特定した。その上で，最も受検
者数が多く幅広い年齢層が受検して
いる2級の2006年と2016年のデータ
を解析し，各側面の４つの年齢層（中
高生，大学生，成人早期，成人中期）
の成績を比較した。その結果，読字と
意味理解に両年で違いは見られなか
ったが，書字について2006年には成
人早期と中期の成績に差がなかった
一方で，2016年には成人早期の成績
が中期より低いという異なるパターン
が認められた。この結果は，2016年
時点でスマートフォンが最も普及して
いた20～30代の若年成人の漢字を

手書きする能力だけが特異的に低下
していたことを示唆する。

漢字の手書きは文章力の基礎

　先述の文化庁世論調査では，16～
19歳の若者も62.7％が同様の回答を
しており，デジタル化による漢字書字
能力の低下は10代以下の子どもにも
拡大しつつある可能性がある。これ
を時代の必然として受け入れる考え
方もあるが，我々は，その前に漢字を
手書きで習得することの発達的意義
を検討しておくことが肝要だと考え，
以下の2つの研究を遂行した。
　1つ目は，漢検協会が実施してい
る漢検と文章読解・作成能力検定
（文章検）の両方を受検した中高生
のデータの解析である2。この研究
では，構造方程式モデリングを用い
て，漢字（単語）レベルと文章レベ
ルの読み書き能力の各側面の関係性
を検討した。その結果，漢字の意味
理解の習得は，文章読解力を介して
文章作成能力に影響するが，漢字の
書字がもつ文章作成能力への効果に
取って代わることはできないことが
示された。この結果は，漢字の手書
き習得による読み書き能力発達への
特異的な貢献を示唆するものである。

生涯発達における手書きの意義

　2つ目の研究では，大学生の漢字
能力の各側面と高度な言語・認知能

力との関係性を調べた3。その結果，
漢字の読字や意味理解ではなく，書
字の習得度が言語的知識を介して文
章作成能力を予測することが示され
た。これらの結果は，早期のデジタ
ルデバイスの利用が漢字の手書き
習得に抑制的な影響を及ぼした場合，
その影響は広範な言語・認知能力の
発達にまで及ぶ可能性を示唆する。
　この研究で文章作成能力の指標と
した「意味密度」は，ナン・スタディ4

という米国の修道女を対象とした研
究で用いられたものである。その研
究では，20代前半に書いた日記から
算出した意味密度が高かった人は，ア
ルツハイマー病による脳の病変が進
んでいた場合でも，晩年まで健全な認
知機能を維持していたと報告されて
いる5。この知見を考慮に入れ，我々
は，学童期の読み書き習得に基づく成
人期の高度な言語能力の発達が認知
レジリエンスを高め，高齢期の認知機
能維持につながるという理論的フレー
ムワークを提唱した3。

介入研究による因果関係の検証へ

　現在は，読み書き学習による神経
可塑的変化を検討する介入研究を進
めている。読み書き教育におけるデ
ジタルデバイスの適切な利用に関す
る議論の材料になり，これからの時
代を生きる全世代の豊かな生活に貢
献しうる知見を提供していきたい。

手書きの意義を問い直す
─言語・認知の生涯発達の視点から
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